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魚がすみやすい川づくり
～第３回岩木川魚がすみやすい川づくり検討委員会～

青森河川国道事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/index.html

平成２６年１２月１８日（木）、青森河川国

道事務所において、「第３回岩木川魚がすみや

すい川づくり検討委員会」を開催しました。

本委員会は、岩木川における魚類の生息環境

の改善を図るため、瀬・淵および産卵床の再生

等について、学識経験者や漁業関係者、関係行

政機関による専門的な見地からの審議・助言を

いただき、川本来の生態系の機能回復を目指し

ていくために、設立されたものです。▲委員会の様子

ご意見は
こちらまで

岩木川では、弘前市上水道取水堰の下流砂州の拡大などにより、流路から堰に設置

されている魚道への連続性が失われています。また岩木川上流域では、魚類の産卵床

を形成する生息環境として重要な瀬と淵が減少しています。

こうしたことから、当事務所では、川の連続性を確保するとともに、魚類等の生息

環境の向上を図り、魚のすみやすい川づくりをめざした検討を進めており、今後の進

め方について、助言をいただこうと、委員会を開催しました。

弘前市上水道取水堰周辺における遡上環境の改善策については、事務局が提示した

魚道の前面にあるブロックを撤去するとともに、魚道入り口部分の落差を解消を図る

方針が、了承されました。今後は、堰を管理する弘前市と協議を進めてまいります。

また、アユの産卵床を含む瀬・淵の再生・保全対策については、前回の委員会で対

策を行う箇所について検討を進めることとされました。これを受け、当事務所が調

査・検討を進めた結果、産卵床になりうる早瀬の５箇所において、砂州の切り下げに

より砂礫砂州を再生させる対策や、川床を洗うソフト対策を行うことについて、今回

の委員会に提示し、了承されました。

今後も、委員会の助言をいただきながら、魚がすみやすい川づくりを進めてまいり

ます。


